
昨今、多くの企業は、ビジネスプロセスに沿って顧客ニーズに
対応する付加価値の創出と獲得に力を入れている。しかし、デ
ジタルトランスフォーメーション（DX）時代には、そのビジネ
スプロセスの変革が求められる。本講演では、日本のものづく
り企業にフォーカスを置き、ビッグデータを活用したデータド
リブンイノベーション時代、すなわち、デジタルトランス

フォーメーション（DX）時代に求められるものづくり経営戦略
について概説する。また、人工知能（AI）を活用したアーキテ
クチャ分析を活用することによって、日本企業のものづくりの
暗黙知を競争力として活用するための仕組みを提案する。

2023年3月10日（金）13:30～16:30

ＭＫＮ会員 セミナーのご案内
第57回

ものづくり現場の改善を促進する
コスト・マネジメント

開 催 場 所

開 催 日 時 参 加 費 (税込み)

お 申 込 み 方 法

１．現場改善とコスト・マネジメント

２．GKC：現場改善会計① 改善効果の見える化

３．GKC：現場改善会計② 余剰生産能力管理

４．GKC実践事例の紹介

愛知工業大学 経営学部経営学科 教授

◆プログラム◆

お茶の水女子大学大学院人文科学研究科修士課程、愛知工業大学大学院経営情報科学研究科博士後期課程修了、博士（経営情報
科学）。専門はものづくり会計、現場改善会計。
主な著書・論文は、Management of the Enterprise Crisis (World Scientific）、「カイゼン効果の見える化：GKC「カイゼンの6ステップ」効果
金額シミュレーション」（河田信, 川野克典, 柊紫乃, 藤本隆宏編著『ものづくりの生産性革命：新たなマネジメント手法の考え方・
使い方』 中央経済社）、「生産現場の改善と原価計算：改善効果の見える化」（原価計算研究40-2：共著）、「企業経営における
「お金の流れ」の価値評価：改善における「よい流れ」の概念を適用して」（日本情報経営学会誌40-1・2）、「現場改善効果の
類型化：会計的視点からの考察」（管理会計学30-1：共著：日本管理会計学会学会賞（論文賞）受賞）等。

一般社団法人ものづくり改善ネットワーク
〒102-0085 東京都千代田区六番町６ 勝永六番町ビル1F
℡(03)5210-2561 FAX(03)5210-2560   Mail：admin@mkn.or.jp

URL：https://mkn.or.jp

◆ＭＫＮ会員の方は別途お送りするご案内メールへの返信
にて参加、不参加をご連絡ください。

◆一般参加ご希望の方、地域ものづくりスクール連絡会会員
は、裏面申込書の「ＭＫＮ会員セミナー」に✓をして、必要事
項をご記入の上、ファクシミリでご送信ください｡

Webサイト https://mkn.or.jp/Seminar_form.html からも
お申し込みいただけます。

◆ＭＫＮ会員以外の方には、請求書を郵送いたしますので、
事前に銀行振込でお願いいたします。

◆定員60名、先着順に受け付けます。ＭＫＮ会員の方が優
先となりますので、満員の際はご容赦ください。

勝永六番町ビル １階 会議室

東京都千代田区六番町６

MKN会員：参加費無料（要事前予約）
裏面の申込書ではなく、メール返信にてお申し込みください。

一般参加：１名に付き 29,700円（消費税込み）

地域ものづくりスクール連絡会・開かれたものづくり研究会

各会員：１名に付き 15,400円（必ず会員番号をご記入ください。）

柊 紫乃
『ある組織で、構成員が「毎日頑張っている」ことと「会社が上手くいく」ことが、どうすれば真っ直ぐに繋がるか』を解明するた
め、現場と経営の数値管理、組織マネジメント、人材育成、などの様々な視点から研究しています。実際の企業現場での議論・
分析から理論を構築し、その成果を実務に還元することを目指しています。
最近はGKC（現場改善会計）に基づいた、「改善効果の見える化」や「余剰生産能力の測定と活用」などについて、実務導入
のお手伝いなどもしています。

～現場改善会計（GKC：Gemba Kaizen Costing) の理論と実践事例～


	スライド 1

